
◎ 改正屋内消火栓設備比較表（平成２５年１０月１日施行） 

        区分 

項目 
易操作性 1 号消火栓 

2 号消火栓 

（2 号(イ)） 

広範囲型2号消火栓
（2号(ロ)） 

防火対象物の区分 制限なし 

次のａからｄまでの防火

対象物には設置できませ

ん。 

ａ 工場又は作業場 

ｂ 倉庫 

ｃ ａ又はｂの地階、無

窓階、4 階以上の階 

ｄ 指定可燃物（可燃性

液体類に係るものを

除く）を貯蔵し、又は

取り扱うもの 

同左 

消
火
栓
箱 

水平距離 

放水圧力 

放水量 

25m 以下 

0.17～0.7MPa 

130/min 以上 

15m 以下 

0.25～0.7MPa 

60/min 以上 

25m以下 
0.17～0.7MPa 
80/min以上 

ノズルの機能 容易に開閉できる装置 同左 同左 

開閉弁 
床面からの高さ 1.5m 以下又は天井（天井に設ける開閉弁は自動

式のものに限ります。） ※ 
同左 同左 

降下装置操作部 

（天井設置型の

場合） 

壁に設置するものは床面からの高さ 0.8m 以上 1．5m 以下 ※ 

天井に設置するものは床面からの高さ 1.8m 以下 ※ 
同左 同左 

ホースの収納方

式 

延長及び格納の操作が容易にできるもの消防庁長官が定める基準

に適合するように収納されていること。 ※ 
同左 同左 

位置表示灯 

始動表示灯 

・屋内消火栓箱の上部に、取付け面と 15 度以上の角度となる方

向に沿って 10m 離れた所から容易に識別できる赤色の灯火 

・屋内消火栓箱の直近の箇所には、取付け位置から 10ｍ離れた

ところで、かつ、床面からの高さが 1.5ｍの位置から容易に識

別できる赤色の灯火（天井設置の場合） ※ 

・消防用ホースを降下させるための装置の上部には、取付け面と

15 度以上の角度となる方向に沿って 10m 離れた所から容易

に識別できる赤色の灯火（天井設置の場合） ※ 

同左 同左 

消火栓箱の表示 「消火栓」 同左 同左 

ホ
ー
ス 

ホースの長さ 

ホース接続口から当該範囲内に有効に放水できる長さ（放水距離

概ね 5m）（移動式泡・同不活性ガス・同ハロゲン化物・同粉末消

火設備、屋外消火栓設備、動力消防ポンプ設備についても同様） ※

（30m＋放水距離 5m） 

同左 

 

（20m＋放水距離 5m） 

同左 
 

（30m＋放水距離 5m）

ホースの構造 
一人で操作できるものとして総務省令の基準に適合するもの（規

則第 11 条の 2） ※ 
同左 同左 

ポ
ン
プ
等 

吐出能力 150/min×消火栓設置個数（最大 2） 
70/min×消火栓設置

個数（最大 2） 

90 /min×消火栓設
置個数（最大2） 

ポンプ起動方式 
ポンプ直近の制御盤で起動及び停止操作ができ、かつ、開閉弁の

開放又は消防用ホースの延長操作等と連動して起動できること。
同左 同左 

配管 立上り管 呼称 50mm 以上 呼称 32mm 以上 呼称40mm以上 

水源水量 2.6 ㎥×消火栓設置個数（最大 2 個） 
1.2 ㎥×消火栓設置個数

（最大 2 個） 

1.6 ㎥×消火栓設置個
数（最大2個） 

その他 日本検定協会の品質評価対象品（認定評価対象品へ移行） 同左 認定評価対象品 

備考  １  １号消火栓（２人以上で操作するもの）については省略してあります。 

２  アンダーライン付きはこの改正（平成２５年１０月１日施行）で、追加・変更されたものです。 

３  「※」はスプリンクラー設備の補助散水栓についても同様の取り扱いとなります。 

４  経過措置：平成 26 年 3 月 31 日までは、従前の例によります。（既存・新築工事中の対象物は、特定・非特定を問 


